
 
 

田原市生涯読書振興計画の概要 

 

１．計画改定の趣旨 

田原市では、「ふるさとに学び 人が輝く 田原の人づくり」を基本理念に、生涯にわたる

読書環境の整備と読書活動の推進に取り組んできました。前計画の期間終了に加え、社

会環境の変化やデジタルコンテンツの拡大により、読書や学びの在り方は多様化していま

す。予測困難な時代において、読書や対話を通じ主体的に学び考え行動する力を育み、持

続可能な社会の担い手を育成することが一層重要となっています。こうした状況を踏まえ、

生涯にわたり学び続ける力を育む読書環境の充実を図るため、本計画を改定するもので

す。 

 

２．計画の位置付け 

この計画は、「田原市総合計画」や「教育大綱・教育振興基本計画」を上位計画とす

る個別計画として位置付け、上位計画の方向性を踏まえつつ、教育分野の他の個別計

画とも連動しながら、生涯読書を推進するための基本的な考え方と体系を示すものです。 

 

３．計画期間 

令和 8 年度から令和１２年度までの５年間とします。 

 

４．前計画の取組に対する評価と課題 

   前計画期間は、新型コロナウイルス感染症の影響や中央図書館空調工事による休館・

利用制限がある中でも、図書館サービスの継続と読書環境の整備、市民協働の取組を進

めてきました。貸出密度・実利用率は全国平均を大きく上回る水準にあるものの、微減傾

向にあります。一方で、学校図書館の電算化や学校電子図書館の導入、読書バリアフリー

やデジタルアーカイブ、市民・大学等との協働は進展しました。今後は人口減少・少子高齢

化の進行を踏まえ、アウトリーチや多世代交流の取組を一層推進する必要があります。 

 

５．計画の構成 

基本理念「誰もが自然に読書に親しむことができるまち」を最上位目標とし、その実

現に向けた５つの基本方針を設定しました。各方針に施策と評価指標を定め、図書館を

中心に他部課や大学、団体、ボランティア等と連携して実施します。これらの施策体系

（ロジックモデル）を表に整理しています。 

 

６．計画の進行管理体制 

    本計画は、今後５年間の取組の方向性とアクションプランを示すものです。具体的な取

組内容や評価指標、数値目標は、社会状況の変化等を踏まえて毎年度の事業計画で

具体化し、その達成状況を評価しながら施策の PDCA サイクルを実施します。 

 
 

７．施策の体系 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5-3 生涯にわたる読書活動のＰＲ、文字・活字文化の振興 
◇図書館、書店等と連携した文字・活字文化の推進 
◇ホームぺージやＳＮＳを活用したＰＲの充実 

〔基本理念〕 〔個別施策〕 〔基本方針〕 
1-1 課題解決支援サービスの推進 
◇図書館資料の充実、電子資料・データベースの提供 
◇レファレンスサービスの充実 

Ⅰ 
生涯にわたる読書
活動を通じた市民
のウェルビーイン
グの向上 

1-2 障害者・高齢者の読書環境の整備 
◇障害者・高齢者サービスの充実、読書バリアフリーの推進 

1-3 各世代のニーズに合わせた読書環境の充実 
◇中高生向けサービスの充実、学び直しの機会の提供 

Ⅲ 
ふるさと教育を軸
にした文化創造と
地域活性化 

3-1 ふるさと学習に役立つ資料の充実 
◇地域資料の充実、調べ方案内の公開 ◇デジタルアーカイブやオ
ープンデータの推進等 

3-2 ふるさとについて学び発信する機会の提供 
◇ふしぎ文学半島プロジェクト、ウィキペディアタウンの実施等 
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2-1 学校図書館支援機能の充実 
◇学校図書館支援センター機能の充実 ◇移動図書館巡回 
◇ICT への対応 ◇学校司書・教員支援 

2-2 児童サービスの充実、子どもの居場所づくり 
◇おはなし会、工作教室等イベントの実施 ◇展示、ブックリスト
等の作成 ◇親子交流館等との連携 

2-3 乳幼児向けサービスの充実 
◇ブックスタートの実施 ◇保育園、こども園における読書環の 
向上 ◇乳幼児向けおはなし会等イベントの実施 

Ⅱ 
子どもの読書環境
の整備、子どもの居
場所づくり 

Ⅳ 
地域の情報と交流
の拠点づくり 

Ⅴ 
連携・協働による
図書館活動の拡充 

5-1 協働による図書館運営の推進 
◇ボランティアの育成と連携の強化 ◇リサイクルブックオフィス 
との協働による資料の活用 

5-2 資料やサービス充実のための支援者（ファン）の獲得 
◇雑誌スポンサー制度等 ◇図書館の認知度向上 

3-3 ふるさと教育推進ネットワークの構築 
◇ふるさと教育に関わる団体・施設等との連携 

4-1 市内全域への図書館サービス 
◇中央・赤羽根・渥美図書館の充実 ◇赤羽根図書館を含む複合施
設の建設 ◇市民館等施設との連携による読書振興 

4-2 人と情報の交流の場としての機能向上 
◇人がつながり、地域の課題解決の場となる機会の提供 ◇快適な
環境整備 ◇多文化・多様性の理解、共生社会の促進 

4-３生成 AU など ICT を使いこなす市民を増やす 
◇プログラミング等を学ぶ機会の提供 ◇情報収集環境の整備 
◇豊橋科学技術大学等との連携による事業実施 


